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米国の特許訴訟段階でクレーム発明が限定的に解釈されることを 

未然に回避するために講ずることが好ましい措置 
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１．はじめに 

米国特許明細書において記載した内容、または、権利化のプロセスにおいて論じた／反論した

内容が、後日、特許侵害訴訟において係争クレーム発明の解釈に影響を与え、特許権者にとって

不利に働くことに関し、連邦地方裁判所／CAFCは多数の判例において明らかにしています。 

 

特許明細書において、または、権利化の過程において、どのように記載する／反論することが

好ましいか、及び、係争事件においてクレーム発明が限定的に解釈されないようにするために、

どのような措置を講じておくことが好ましいか、について以下に説明します。 

 

【全 5頁】 

 


